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はじめに
　現在日本の伝統文化を、稽古を含め様々な形で支えているのは女性ではな
いだろうか 1。日本女性の諸芸・稽古事に関する研究は、明治以降のものについ
ては既にいくつも成果が上がっている 2。そうした研究によれば、日本の女性の
稽古事とは、若い女性に日本女性らしい感性や作法・振る舞いを教え、出身
家庭と女性個人の能力の二重の卓越性を強化する為の「文化資本」の形成の
場であった。海外の研究者からは、戦前の国粋的な思想潮流の中では、女性
の伝統芸能の稽古事を通じ、より日本を意識した “Japaneseness” が創出され
たとの指摘も出ている 3。
　近代からの研究が進む一方で、江戸時代の女性の諸芸に関する研究は、数が
少なく、また限定されたテーマに限られ、活発な研究状況とは言い難い。以下
のような理由が挙げられる：江戸時代は身分によって文化が違うことで、身
分を超えた女性の全体像を掴みづらい。江戸時代が二六〇年と長期にわたり、
また幕藩体制による地域性の違いから、総合的かつ総括的な論議を難しくさ
せている。女性の芸能・稽古事の実際の活動に関する史資料が非常に少なく、
例えば女性の茶会記は数えられるほどにしか知られていない。
　明治以降の研究では日本という全体的な視点から、“日本女性イメージ ”に
問題を発展させて論じることが可能である。それでは一八六八年の維新前の
1	 例えば茶の湯稽古に関しては、『＜お茶＞はなぜ女のものになったか　茶道から見る
戦後の家族』加藤恵津子、紀伊国屋書店、2004 年。
2	 鈴木峰子、片岡栄美、周東美材、歌川光一、梶野絵奈等の研究を参照のこと。
3	 Surak,	Kristin,	Making Tea, Making Japan,	Stanford	University	Press,	2013.
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江戸時代に、身分を超えて “日本 ”を意識させるような女性像、女性文化は存
在したのだろうか。
　本論は、江戸時代の女性の芸能・稽古事を考察し、江戸時代に身分を超え
地域を超えた理想的女性イメージが存在したか否かを論ずることを目的とす
る。前述のように女性の諸芸に関する史資料が少ないことから、第一章では、
十七世紀半ばから幕末に至るまで出版され続けた女子用刊行本を用い、そこ
で言及された諸芸・稽古事を、出版の時系列順に比較検討を行う。次に第二
章では女性の稽古事の目標が何であったかを、茶の湯と三味線という対極的
な芸能に焦点を絞り考察することとする。この章では刊行本に加え、当時の
著書や錦絵も補足的に考察に加えるものとする。最後に本論の結論で、江戸
時代に身分や地域を超えた理想的な女性というイメージが存在したか否かを、
改めて論じることとする。
第一章	 女子用刊行本にみる女性の諸芸
一　女子用刊行本とは
　江戸時代に出版された女子用刊行本は、女訓物と往来物に分けられるもの
の、両者を厳密に分類することは難しい。例えば小泉吉永編『女子用往来刊
行本』は、内容による分類はさけ書名別に収録する方法を取った。そして書
名件数二一八八件、刊年別で三〇六〇件の刊本を収録した。女子用刊行本は
それぞれに特色があるが、女訓・医学健康・出産・家政・化粧・衣装・行事（通
過儀礼）・伝記・百人一首・芸能・消息文例・手習い教本、等々とその内容は
幅広く、多くの本は実用的な情報を載せた百科全書的役割があったと考えられ
る。同じ本でも豪華装丁本と廉価本が出版されることもあり 4、また本文は仮名
中心であり、その内容も「りゃくぎにては」（『女諸礼集』）、「中人より以下は」（『女
用智恵鑑』）、「それそれのほどにまかせて」（『女重宝記』）と、内容に幅をもた
せる例はいくつもある。こうしたことから、女子用刊行本は、町人、豊かな農民、
4	 例えば元禄 5年（1692）から度々版を重ねた「女重宝記」には、廉価本、豪華本が
いくつも現存する。長友千代治『重宝記資料集成　第十巻』臨川書店、2006、pp.	
591-597。
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武士の子女とかなり広く読者を想定したものであったと言えよう。
二　女子用刊行本に見る女性の諸芸
　『源氏物語』では書、音楽、詠歌に優れている女性は賛美され、源氏自身が
諸芸を女性に教える場面は甘美で魅力的なものである。また女訓物の先駆的
な書である「乳母の文」（鎌倉時代末）でも、「歌を詠む、手習」を勧めている。
古くから日本では、女性がある芸能の上達を目指し、努力することを是とし
てきたのである。しかしこうした本が対象とする女性は上流の女性に限られ、
また芸能そのものの内容を記述してはいない。
　最初に女性の芸能は何かを項目別に述べた女子用刊行本は、元禄五年
（一六九二）に出版された『女重宝記』である 5。第一巻「女中たしなみてよき芸」
の芸は、（絵画・花結を一種と数え）以下の十七種である。
　手かく事、歌よむ事、歌学する事、源氏・いせ物語・百人一首・古今・
万葉の義理をしる事、たちぬい（縫裁）、うみつむぎ（紡績）、機織り、絵
画・花結、弾琴、盤上、聞香、茶の湯、連歌・俳諧、立花、綿摘、髪結い、
女の躾け方
　一方で「しらで苦しからぬ芸」は、「そろばん、秤、料理方、三味線、博打、
小うた」であった。
　『女重宝記』で奨励された芸能は多様であるが、現代人が考える芸能とは異
なるものも含まれる。また各芸に関する記述には、ばらつきがある。例えば、
後世の女子刊行本によく見る茶の湯に関しては、「たしなみて良き芸」には入
れているものの、この項目内に特別な記述は無く、第二巻「よろづ喰い方の
作法」に、粽や素麺の食べ方と共に、簡単な茶の飲み方を記すばかりである。
それは現代人が考える芸能としての茶の湯ではなく、飲食の時の最低限のマ
ナーという範囲の記述である。『女重宝記』の「たしなみて良き芸」は、当時
の女性はまだ実践していない、またはごく限られたごく少数の女性しか嗜ん
5	『女重宝記』元禄 5年版　『女重宝記』国会図書館蔵
	 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533891
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でいなかった芸を含んでいると考えられる。『女重宝記』の芸能の挿絵は、「う
みつむぎ」、「はたおり」、「たちぬい」、「てならひ」、「ことたんずる」、「そうし
よむ」に限られる。この六芸こそが、元禄五年における女性の一般的な芸能だっ
たのではないだろうか。
　元禄五年の『女重宝記』以降の女性用刊行本では、手習、琴（琵琶）、詠歌、
たち・ぬい・つむぐ・うむといった裁縫紡績、学文、香、貝合わせ、茶の湯、
三味線が一般的にみられる芸能である 6。
　次にこうした江戸時代の代表的な女性の芸能を、江戸前期、中期、後期の
刊行本から比較検討したい。
１　手習い
『女式目』　寛永一四年　（一六三七）「物を書かぬ人は文盲なる」
『女重宝記』　　元禄五年　（一六九二）　「うるはしき手にて文章おもしろく書
たる文を見れば、その人を見ねどもすがた・心ばへまでやしく艶に思ひやるゝ
その人見れどもすがた・心ばへまでやさしく艶
えん
におもひやるゝものなり。」
『和俗童子訓』　宝永七年　（一七一〇）「七歳より和字をならはしめ」
『女
じょきょうふかたふくろ
教補談囊』　宝暦四年　（一七五四）　「女之三芸　手習・もの縫う事・も
の読む事」
『女今川益鏡』　天保十二年	（一八四一）　「女の四芸　書筆・裁縫・詠歌・弾琴」
①江戸時代の女性の識字
　幕末に来日したシュリーマン「日本では男も女も仮名と漢字で読み書きが
できる」	 7、ヴェルナー「（日本では）召使い女がたがいに親しい友達に手紙を
かく」8、ロシア人ニコライも若い娘達が本を読むことを記している 9。十九世紀
のヨーロッパは庶民の識字率は低くかったので 10、来日した西洋人は日本女性
6	 その他、本によっては双六・将棋、絵画、挿し花といった芸能、少数ではあるが算
術を勧める本もある。
7	 ハインリッヒ・シュリーマン『シュリーマン旅行記　清国・日本』新潮社、1991、p.159。
8	 ラインホルト・ヴェルナ－『エルベ号艦長幕末記』新人物往来社、1990、p.90。
9	 ニコライ『ニコライの見た幕末日本』講談社学術文庫、1979、pp.14-15。
10	 田中優子『大江戸ボランティア事情』講談社、1996、pp.59-61。
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の識字の高さに驚嘆している。
　寛永一四年（一六三七）頃に刊行されたと考えられる「女式目」は、次の
ように言う。
　「女子はたかき低きによらず、いづれの藝をたしなむまじきといふ事は
なけれども、中にもまづ手をならひ、ものかき給ふべき事なり、・・略・・
ことに商
しょう
人
にん
の女房などは、第一のやうにたつことなり・・略・・物を書
かぬ人は文盲なると言ひて、両眼明らけくても、文字に出合ては盲
めしい
の如
し。」11
　『女式目』では、上流の女性ばかりではなく「商人の女房」に言及し、実践
的な生活の場における女性の識字の大切さを教えている。識字については、貝
原益軒も『和俗童子訓』で、「女性は七歳からひらがな、そして漢字をまなべ」
と識字を奨励している 12。また「字が読めなければ盲のごとし」の文言は、幕
末に至るまで数多くの女性用刊行本に見られる。幕末の江戸では、長屋住まい
の女の子も寺子屋に通うことが一般的であった 13。こうしたことから、江戸時
代を通じて多くの女性が、少なくとも仮名は一通り読めたのではないかと推
測される 14。そして多くの女性用刊行本は、仮名が中心で漢字にはルビを振り、
広い層の女性が読むことを目的としていたと考えられる。
②色里の芸術性
　『女重宝記』では、「字の美しさや文章の面白さで、女性の心までやさしく艶
に思える」と基本的な読み書き以上に、女性の「書く」という行為に芸術性や
創造力を認めている。字の芸術性に関しては、「文づら・手の風は京の傾城風
11	『貞節教訓女式目』『日本教育文庫女訓篇』同文館編輯局編 1905、pp.672-673。
12	「和俗童子訓　巻之五　教女子法」『日本教育思想大系　貝原益軒　上』日本図書セ
ンター、1979、p.217。
13	 乙竹岩造『日本庶民教育史　中巻』臨川書店、1970、pp.610-612。
　女子の寺子屋就学については、深谷昌志『教育名著選集 2　良妻賢母主義の教育』黎
明書房、1998、p.35。
14	 江森一郎『「勉強」時代の幕開け－子供と教師の近世史－』平凡社、1990、pp.47-65。
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をならひ給ふべし」、「文づら・手の風は御所・大名の奥方の右筆をもあざむき、
おそれがましけれどむかしの光明皇后・中将姫も爪をくわへ給ふべきは傾城の
手」（『女重宝記』）とある。元禄五年に武家の女性の存在は否定できないものの、
男性著者が理想とする女性像は京都の御所の女性であった。しかし宮中の女房
達の伝統的な雅さに憧れると同時に、一方では島原の太夫の芸術性が高く評
価されていた。元禄期は島原の最盛期とも言われ、幼い時から特別に育成さ
れた太夫の文化・芸術性は、一般的な女性の及ぶものではなかった。フィクショ
ンではあるが、井原西鶴や浅井了意の文芸作品は、理想の女性像の持つ豊か
な教養と才覚を、島原の太夫になぞらえて描いている 15。
　書の芸術性では傾城の手を第一とする一方で、『女重宝記』は「御所方、武
家の奥方のよき筆をまなべ。町方の女中は文章は御所かたをまなび、文の詞
つかひなどはゆめゆめ傾城の文を学ぶべからず」とあり、色里の文言は一般
の女性のものとは隔たった。太夫といえども一般の女性達の偏見の対象であっ
たことも事実である。色里の太夫文化の芸術性への憧れと色里への偏見は、江
戸時代の女性の文化を考える上で大切な問題である。これについては、改め
て三味線の項目で考察を加えるものとする。
2　琴（琵琶）
『女訓抄』　　　寛永一四年（一六三七）「げいのうあるべきことの事」
『比売鑑』　　　寛文元年（一六六一）「琴・琵琶つれづれなぐさみ心清す益あり」
『女用文色紙染』元文三年（一七三八）「琴はもろこし神農という聖人作り給ふ」
『女今川益鏡』　天保十二年（一八四一）「神代にも、天の宇
う
次
ず
女
めのみこと
尊、弓をな
らべて弾き給ふとかや」
　十七世紀の女子用刊行本には、琴・琵琶を同じ箇所で述べているが、元禄の
頃から江戸が東の文化圏を確立していくと、琵琶に関する記述は見られなく
なる。琴に関しては、幕末の佐久間象山も『女訓』で、「おのづから人の心を
やはらげ、つれづれなぐさむるたつきもあれば、わかきより習ひ侍るべ。」と
15	 井原西鶴『好色一代男』「高橋大夫」、浅井了意『東海道名所記』「八千代太夫」を参
照のこと。
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述べた 16。江戸時代を通じて、琴は手習と同様に女性にふさわしい芸能であり、
何より武家女性にとって好ましい芸能であり続けた。
　しかし刊行本からは、時代の変化を読み取ることができる。例えば琴を作っ
たのは誰かということを、享保一五年（一七三〇）の『女
おんな
中
ちゅうよう
庸瑪
めのうばこ
瑙箱』は中
国の秦の蒙
もう
帖
てん
17、『女
おんな
用
よう
文
ぶん
色
しき
紙
し
染
ぞめ
』は唐土神農 18 と中国説を記述するが、天保
十二年（一八四一）の『女
おんな
今
いま
川
がわ
益
ます
鏡
かがみ
』では天
あまの
宇
う
次
ず
女
めのみこと
尊と記し 19 国学の影響を
思わせる。
　琴には和
わ
琴
ごん
と呼ばれる六弦と現代では最も一般的な十三弦の箏（こと）と
がある。十三弦の箏は、奈良から平安時代にかけて雅楽で用いられた楽箏と、
安土桃山時代にまとめられた箏曲すなわち筑紫箏の二つに分けられる。一般
的には「琴」の字を用いる。筑紫琴を飛躍的に発展させ、近世の琴の礎を作っ
たのは八橋検校（慶長一九年〜貞京二年　一六一四〜一六八五）である。
　刊行本『比売鑑』（寛文元年　一六六一）は、「今様の謡物付けたる筑紫琴、
三味線、胡弓は辻・盲目・遊女・乞
こつ
丐
がい
の手慰」20 と述べ、筑紫琴を軽蔑してい
る。三味線や胡弓の名手としても知られた八橋検校の活躍期にあたり、『比売
鑑』の「盲目」は目の不自由な検校への偏見だろうか。元禄五年（一六九二）
の『女重宝記』には十三弦の琴の挿絵があり、筑紫琴への言及は見られない。
わずかな時代の違いであるが、女性用刊行本に著者の考えや世情が反映され
た例である。
3　うみつむぎ（紡績）、たちぬい（縫裁）
『女用智恵鑑』　正徳二〜四年ヵ（一七一二〜一四ヵ）「おり、ぬひ、うみ、つむぐ」
『女諸礼綾錦』　明和九年　（一七七二）　「女十芸の図・・績 /つむぎ /織縫」
『女重宝記』　　弘化四年　（一八四七）「把針・四民の妻女は一日もかくまじき
つとめ」
16	 佐久間象山『女訓』（天保 11 年（1840）頃か）『日本教育文庫女訓篇』同文館、1910、p.732。
17	『女
おんな
中
ちゅう
庸
よう
瑪
めのうばこ
瑙箱』『江戸時代女性生活絵図大事典　二』大空社 1993。
18	『女
おんな
用
よう
文
ぶん
色
しき
紙
し
染
ぞめ
』『江戸時代女性文庫　補遺四』大空社、1999。東京学芸大学リポジ
トリ http://ir.u-gakugei.ac.jp/images/EP20001774/kmview.html
19	『女
おんな
今
いま
川
がわ
益
ます
鏡
かがみ
』『江戸時代女性生活絵図大事典　四』大空社、1993。
20	『比読鑑』『日本教育思想大系　16』日本図書センター、1980。
江戸時代の女性の稽古事からみた日本意識の形成158
　現代では紡績と呼ばれる「うみ・紡ぐ」技能は、繭や草花から繊維を引き出し、
糸をつくる技術である。アン・ウォルソールは、貞女と遊女の違いは、裁縫・
紡績といった女性の技能にあると述べ、理想の女性と裁縫・紡績を結びつけ
ることは、アジア諸国でも見られる現象と言う21。西洋でも1590年ごろのシェー
クスピアの作品 The Two Gentlemen of Verona の 3場で、sew,	knit,	spin を女性の美
徳の内に挙げている 22。
　「うみつむぎ」、「はたおり」、「たちぬい」は、元禄五年の『女重宝記』の挿
絵に描かれた六つの芸の中にある。一七一四頃刊行の『女用智恵鑑』も紡績・
裁縫を奨励している 23。しかし『女重宝記』元禄五年（一六九二）版 24 と弘化四
年（一八四七）版 25 の同じ箇所の挿絵を比べると、弘化版では紡績はすみに追
いやられてしまい、「裁縫はすべての身分の妻女のつとめと」と針仕事のみが
記述され、江戸後期には、一般的な女性には紡績は遠いものになっていたこ
とがわかる。
4　詠歌
『女鏡秘伝書』　　元禄十二年（一六九九）　「幼きときより心得てとりあつか
ひ」
『女用文色紙染』　元文三年（一七三八）　「おのづから心ばへも艶
やさ
しくすなほに
なる」
『女式目鏡草』　天保三年（一八三二）　「古今・百人一首、真淵の「うひまなび」
などをよく心得さすべし。」
　古来から女性が歌を詠むことは、上流のみならず一般の人達を含めた、日
本人全体に広く根付いた伝統であった。それは江戸時代にも引き継がれたが、
特に江戸時代の刊行本では、詠歌を通じて女性の心やさしさや雅さを取得で
21	 アン・ウォルソール「大奥」『ジェンダーで読み解く江戸時代』三省堂、2001、p.25。
22	 William	Shakespeare,	The Two Gentlemen of Verona,	William	C.	Carroll	ed.	The Arden 
Shakespeare,	Thomas	Learning,	2004,	pp.221-222。
23	『女用智恵鑑』『江戸時代女性文庫　34』（享保 14 年版）大空社、1995。
24	 元禄 5年版『女重宝記』国会図書館 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533891
25	 弘化 4年版『女重宝記』、『江戸時代女性文庫　58』大空社、1996。
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きると、詠歌の持つ効用が強調されるようになる。
　一六六〇年代寛文期には百人一首の肉筆かるたが成立し、それから三十年
後の元禄の頃には、彩色かるたが大量製造されるようになる。百人一首は書
道手本として、また教養の書として刊行され、江戸時代の一般女性は、百人
一首を通じて歌を暗記し、また詠歌の時にも参考としたのであろう。
　江戸時代も後期になれば、女性は歌を覚えるのみならず、その用語法も学習
したと考えられる。真淵学派の加藤千蔭は、女性の詠歌を熱心に指導したこと
で知られる。天保時代の『女式目鏡草』「真淵のうひまなびなどをよく心得さ
すべし」26 には、百人一首の注釈書として「宇比麻奈備」を推薦したと考え得る。
真淵の死後もその弟子の教授活動を通じて、女性の間でも、真淵の注釈書が
人気だったことを示すものである。また江戸においては、書も千蔭流を学ぶ
女性は多く、明治になって「萩の舎」を主催した歌人中島歌子も千蔭流の書
を学んでいる。
5　学文（学問）
　明暦二年（一六五六）に辻原元甫が和訳した『女四書』が刊行された。「女
誡」「内訓」「女孝経」「女論語」の四書から成る『女四書』は、教説的「女誡」
と中国の歴史上の女性を例に、道徳を教える女訓書である 27。『女四書』が出版
されて以降、いくつかの女子用刊行本で、『女四書』への言及が見られる。例
えば享保五年（一七二〇）刊行の『女用智恵鑑』28 では「女誡」を、天保十年
（一八三九）の『新増女諸礼綾錦』29 では『女四書』を薦めている。しかし一方
で日本の女子教化の流れは、中国の「列女」から離れ日本独自の「賢烈」「貞烈」
「烈女」の概念を生んでいく。刊行本では日本の理想の女性像を語るようにな
ると、そこでの日本の烈女（理想的女性像）は、頂点を武家女性に置くものと
26	『女式目鏡草』『江戸時代女性文庫 39』大空社、1995。
27	 辻原元甫『女四書』安藤一郎校訂、瓶岳書房、明治 14 年（1881）、国会図書館デジ
タル化資料、http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1086592
28	『女用智恵鑑』（享保 14 年版）『江戸時代女性文庫　34』大空社、1995。
29	『新増女諸礼綾錦』『江戸時代女性文庫　40』大空社、1995。
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なっていく 30。しかし女性の学びに関して、松平定信が記述した「女の才ある
は大いに害をなす。決して学問などはいらぬものにて」（天明二年『修身録』「夫
婦の事」31）を例に、江戸時代の女性は学びを否定されていたかのように考える
ことは早急である。
　刊行本の中には学文を諸芸に入れる本もあり、天明七年刊行の『女九九乃声』
は「二三が六」の項「暮れぬれば、昼ならひしをくりかへし、読むにぞすすむ
学文の道」32 と述べており、定信の語る高位の武家女性と女子刊行本の読者と
の間には違いがあることがわかる。本稿では芸能を問題とすることから、刊行
本で学文にあげられる書の中でも、後述する香や貝合の項目にも関係する『源
氏物語』に焦点を絞り考察するものとする。
　『源氏物語』に関しては、貝原益軒は『和俗童子訓』で「淫俗の事」と記し嫌っ
たが、幕末期でも佐久間象山の「女訓」（天保十一年（一八四〇）頃の著作か）
では、「みだりがはしき源氏物語のたぐひは、人の心をもうごかしやすく、か
へつて見る人のあだとなることも侍るべし」とあり 33、儒教の影響の強い武家
階級においては、否定的な意見は多かったと考えられる。
反対　　『和俗童子訓』　　宝永七年（一七一〇）
「伊勢物語」「源氏物語」なとも其詞は風雅なれど、かようの淫俗の事をしるせ
るふみ」
『女中道しるべ』　正徳二年（一七一二）
「女子に読ますまじき者は源氏物語、伊勢物語其の外好色の事書きたる草子を
ば」
『女訓』　佐久間象山　天保十一年（一八四〇）頃カ　
「みだりがはしき源氏物語のたぐひは・略・かへつて見る人のあだとなること
も侍るべし」
30	 山崎純一「近世中・日両国の『列女伝』と「烈女」の意味」『江戸時代女性生活研究』
大空社、1994、pp.89-99。
31	 松平定信「修身録」『楽翁公遺書　上巻』八尾書店、明治 26（1893）年。
32	『女九九乃声』「二三が六」、国会図書館デジタル化資料
	 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533878
33	 佐久間象山『女訓』『日本教育文庫女訓篇』同文館、1910、	pp.732。
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賛成　　『女重宝記』　元禄五年（一六九二）
「古今集を含む十三代集・源氏物語・伊勢物語・万葉集等は女のもてあそぶさ
うしなれば」
『女九九乃声』　天明七年（一七八七）
「女四書、大和小学、源氏物語、徒然草、伊勢物語心得よろしければ大いに利
益あり」
△　　『女
おんな
学
がく
範
はん
』34　（明和五年　一七六八）「源氏は男女のたわむれ事、伊勢物
語は色好むの筋ばかりなので、幼き女におしえるべきものにあらず」
　著者に武士階級の出身者が多かった女子刊行本における『源氏物語』の評
価は、禁止か奨励の二つに分かれる。女性が『源氏物語』を読むことの是非
は、その本の著者に女訓の意図が強ければ『源氏物語』を禁じ、女性の芸能
の習得に関心が強ければ推薦するという、作者の執筆姿勢を反映するものだっ
たのではないだろうか。
　『源氏物語』を「読まさじ」と禁じる『女中道しるべ』も、詠歌を勧める以
上は「源氏は読まねばならず、読めば歌の道よりは猥りなる事を面白く思う
心出て来るとみえたり」として、「紫上」「明石上」は良いが、不倫を扱う「藤
壺」、「女三」「浮舟」は読むべきではないと記している 35。当時の女訓を語る人々
の矛盾と、葛藤が読み取れる。
　一方で源氏を勧める本も多くあり、例えば『女九九乃声』は「二三が六」で、
源氏を「心得れば利益あり」36と勧める。女性読者に対して、適切な判断力を持っ
て学べばプラスも多いと勧めていることは興味深い。
　実は芸能ということに焦点を当てれば、刊行本における源氏物語の扱いの
違いは、次の香と「貝覆（貝合）」に関係するように思われる。
34	『女学範』『近世女子教育思想　日本教育思想大系・16』日本図書センター、1980、p.5。
35	『女中道しるべ』
	 http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=XYA8-
04403&IMG_SIZE=&IMG_NO=84　国文学研究資料館
36	『女九九乃声』国会図書館蔵
	 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533878　7 コマ
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6　香と貝合
－香－
『女重宝記』　　元禄五年（一六九二）　「香をきく事付たり十炷香、源氏香の図」
『女用文色紙染』37　宝暦十二年（一七六二）	「諸芸鑑　身に益あるべきげい」
『女九九乃声』38　　天明七年（一七八七）　「三五の十五　たしなむべきハ香の
道なり」
『女重宝記』　　弘化四年（一八四七）	「女子の十能　・・第四に香道志野流相
阿弥流」
－貝覆（貝合）－
『女鏡秘伝書』39　　慶安五年（一六五二）「と乃人すかせたまふを」
『女用文色紙染』40　元文三年（一七三八）「貝おほひは源氏物語をよくおぼえ
てとるへし」
『女諸礼綾錦』41　　明和九年（一七七二）「諸芸嗜みの事」
元禄五年版『女重宝記』42　×　弘化四年（一八四七）加筆部分「貝合の起」43
　江戸前期より刊行本では、女性の芸能にはほぼ必ず香が挙げられている。調
合した香を袋に入れた場合は、訶梨勒といった装飾を兼ねた掛香、また懐中す
る匂袋と、用途は二通りある。香をたく薫香は、衣類に香の薫りをたきこめる
37	『女用文色紙染』元文 3年（1738）版、『江戸時代女性文庫　補遺四』大空社、1999。
	 宝暦 12 年（1672）版、東京学芸大学リポジトリ
	 http://ir.u-gakugei.ac.jp/images/EP20001774/kmview.html　　　18 コマ
38	『女九九乃声』国会図書館所蔵、http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533878
39	『女鏡秘伝書』「丗　あそびものゝ事」　慶安 5 年（1652）版、奈良女子大学所蔵、
http://www.lib.nara-wu.ac.jp/nwugdb/edo-j/html/j013/p050.html
40	『女用文色紙染』元文 3年（1738）版、『江戸時代女性文庫　補遺四』大空社、1999。
	 宝暦 12 年（1762）版、東京学芸大学リポジトリ
	 http://ir.u-gakugei.ac.jp/images/EP20001774/kmview.html　14 コマ
41	『女諸礼綾錦』『江戸時代女性文庫　40』大空社、1995。
42	『女重宝記』元禄版　奈良女子大図書館所蔵　
	 http://www.lib.nara-wu.ac.jp/nwugdb/edo-j02/html/j052/p055.html
43	『女重宝記』弘化版　『江戸時代女性文庫　58』大空社、1996。
	 奈良女子大学　
	 http://www.lib.nara-wu.ac.jp/nwugdb/edo-j02/html/j052/p095.html
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衣香を意味する場合が多い。一方で芸能としては、室町時代に聞香と呼ばれる
優雅な遊びが完成した。聞香とは異なる種類の香を聞き分ける組香のことで、
三種プラス一種で十回香をたく十炷香もあるが、何よりも五種類の香を聞く
源氏香は、江戸時代でも優雅な遊びと認識されていた。
　源氏香は五回香を聞き、それを右から五本の縦線で表し、同じ香同士の線を
横に繋いで記録する。五十二種類の五本の縦線と横線との文様は、『源氏物語』
の「桐壺」と「夢の浮橋」を除いた五十二帖の巻名を冠する。例えば、総て五
種違う場合は五本の縦線の図となり、『源氏物語』第二帖の「はは木々」。五本
の内の二番目と三番目が同じ香ならば、この二つを横線で繋ぎ、この文様を「ゆ
うがお」と呼ぶ。二番目と三番目、また四番と五番が同じならばそれぞれを
繋ぎ「わかむらさき」になる。貴重な香を焚いて聞く（嗅ぎ分ける）こと自
体がぜいたくな遊びであるが、それに『源氏物語』の文学的美意識が重なり合っ
て、源氏香をさらに優雅な芸能にしている。また源氏香の図は、江戸時代の
女性の扇や着物など、身の回りの品々の文様にもなっている。源氏香を楽し
む女性達は、当然のこととして『源氏物語』の知識を必要としたと考えられる。
　ところが、例えば一番始めと三番目が同じ香の時は、この文様は「花宴」で、
源氏物語では東宮后として入内することが決まっていながら源氏と関係を持
つ奔放な朧月夜の帖である。雅なこの芸能を楽しむ為には、儒学的な道徳観で
は否定すべき不道徳な帖も読まなければ参加できない。『源氏物語』に反対の
「女中道しるべ」には、匂袋や薫物もの話はあるが、聞香についての記述はない。
　「貝覆」は「貝合せ」と同義であるが、いくつかの刊行本では、性的な用語
にもなる「貝合せ」を使うことを嫌い、「貝覆」の使用を勧めている。ハマグ
リは対となる貝殻としか組み合わせられないことから、貝覆では三六〇個のハ
マグリから一対の貝を取るゲームである。ハマグリの内側には和歌や源氏物語
の絵を書いてあり、大名や上流の子女の婚礼道具には、必ず豪華な貝を収めた
貝桶が用意された。しかし貝覆をする時に、ハマグリに描かれた源氏物語を知
らなければ、このゲームの優雅さを充分に楽しむことはできなかっただろう。
　『源氏物語』をどう評価するかは、同じ刊行本内の源氏香や貝覆の記述に深
く関連している。香や貝覆といった優雅な芸能を積極的に肯定すれば、それ
はおのずから源氏を知らざるを得ない。このことは、刊行本の著者達も認識
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していたと考えられる。
　しかし聞香や特に貝覆いは、時代と共にさらに変化していく。聞香について
は、すでに元文三年（一七三八）の『女用文色紙染』に「習てくわしくしる
べし」とあり 44、女性が「習う」すなわち稽古による習得を示唆する表現であ
る。江戸中期の刊行本の読者は実生活の中に聞香の習慣が無いにも関わらず、
聞香を習得する必要性があった。そして弘化四年（一八四七）の『女重宝記』
では、香道の項目に「志野流」といった流儀名が見られる。江戸中期からは、
元来は上流社会の遊びであった聞香も、刊行本読者女性の稽古事の一つとなっ
ていたことがわかる。女性がある流派に属するという芸能稽古は、後述のよ
うに十八世紀に家元制度を確立した「茶の湯」の場合でも、文政期にならな
いと見られない 45。文政期からさらに進んだ弘化の頃には、香道においても流
儀を話題にする女性達もいたと考えられる。また貝覆いも、この時代にはも
う廃れていたのであろう。弘化版『女重宝記』には古事記にちなむ「貝合せの起」
が加筆されている。
第二章　三味線と茶の湯
一　三味線・三味線音曲
①三味線の流行
　三味線は一六世紀末に琉球から伝わり日本で改良され、その後に短期間の
内に流行した。三味線は独立した楽器というよりも、浄瑠璃や常磐津、長唄、
端唄といった音曲と共に発達し、江戸時代の町人文化は三味線音曲無しでは
語ることはできない
　一八世紀はじめに、太宰春台が三味線を「淫声」と呼んだように 46、儒学者
は三味線および浄瑠璃をはじめとする三味線音曲を嫌った。幕末の佐久間象
山も『女訓』で「たゞ三味は、そのさまいやしければ、ひくまじきなり、殊
44	『女用文色紙染』元文 3年（1738）版、『江戸時代女性文庫　補遺四』大空社、1999。
	 宝暦 12 年（1762）版、東京学芸大学リポジトリ
	 http://ir.u-gakugei.ac.jp/images/EP20001774/kmview.html　18 コマ
45	『堀内家門人帳』『日本庶民文化史料集成　第十巻』芸能史研究会編、三一書房、1976。
46	 太宰春台『独語』『名家随筆集』有朋堂書店、1913、p.335。
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にうたふ詞もたはれて、人のこゝろを、あしきかたにみちびくこと、これよ
りはなはだしきはなし、よりてたゞしき方に心ざす人は、もてあそぶまじき
ものとすることなり」と述べている 47。幕末の水戸藩では、「三味線音曲を口ず
さむ」ことは、武士の娘としてはあるまじき姿であった 48。また自宅で三味線
を弾くということも、武士の間では非難の対象となった 49。儒者と武家側は三
味線音曲を嫌ったが、江戸時代に三味線音曲がどれほど流行したかは、次の
女子刊行本から明らかである。
『比売鑑』　寛文元年（一六六一）「辻・盲目・遊女・乞
こつ
丐
がい
の手慰」
『女重宝記』　元禄五年（一六九二）「その音淫乱にして楽器にいらず、遊女の
わざとなれり」
『和俗童子訓』　宝永七年（一七一〇）「淫声をこのめは、心をそこなう」
『女用文色紙染』　元文三年（一七三八）「つねの女中のわざにも、いやしくよ
からぬ事にきこゆ。」
『女諸礼綾錦』　（明和九年）と『新増女諸礼綾錦』（天保十二年）の比較
『女式目鏡草』　天保三年（一八三二）「琴・三味線そのほか音曲ハ身分もよる
べし」
　女子用刊行本では、早くから三味線を嫌った記述が見られる。十七世紀半
ばの書『比売鑑』では「辻・盲目・遊女・乞
こつ
丐
がい
の手慰」50 と、三味線を差別さ
れる人々の楽器と記述している。その後もほとんどの刊行本で、三味線は「淫
乱・淫声」、「遊女のわざ」または「伎芸」との否定的な記述が見られる。とこ
ろが貞享四年（一六八七）刊行の『女
じょうようくんもうずい
用訓蒙図彙』には、女性の身の回りの品々
の中に三味線の図があり 51、十七世紀後半には、三味線は女性にとって身近な
楽器となっていたことがわかる。三味線を「淫乱」としながらも、一方で否
定できないという女子刊行本の矛盾は、例えば元禄五年（一六九二）『女重宝
記』四の巻でも見られ、「ゆめゆめ引き給ふべからず」としながら、「されども
47	 佐久間象山『女訓』（天保 11年（1840）頃か）『日本教育文庫女訓篇』、同文館、1910、p.732。
48	 山川菊栄『武家の女性』岩波書店、1983、p.45。
49	 同前 p.101
50	『比売鑑』『日本教育思想体系　16』日本図書センター、1980、p22。
51	『女用訓蒙図彙』『江戸時代女性文庫　97』大空社、1998。
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その所 の名はおぼへ給ふべし」と続き、三味線の絵と楽器の各部所の名
称が記載されている。元文三年（一七三八）の『女用文色紙染』は「三味線は、
よく引人のばちのもちやう、ゆびつかひ、色の付ようを見るべし。ばちは手の
うちちかるくもつべし。ちからを入てもてば、はやき事にまわらず、糸のい
ろねも出ぬもの也」としながら、末尾には「たゞゆふ女のちょうほうとなりぬ。
此ゆへに、つねの女中のわざにも、いやしくよからぬ事にきこゆ」52 とある。
　十七世紀から十八世紀にかけて、三味線は遊女のみならず広く女性（「つね
の女中」）が嗜む楽器と認識されていたことがわかる。
　それでもなお、刊行本が三味線を「淫乱」と評し続けた理由は、天明七年
（一七八七）刊行の『九九乃声』が参考となる。『九九乃声』「二九の十八」は、
三味線を弾く妙齢の娘の絵で、「千草むすび、端唄浄瑠璃流行歌、知らぬ女ぞ心
ゆかしき」とある 53。千種遊びとは、想う人の名を手に書き指に糸を巻く、艶か
しい遊びであり、端唄浄瑠璃をはじめ世
間で流行する歌は、「恋」を主題とするこ
とが多かった。三味線が悪所と呼ばれる
色里や芝居小屋で発展したことも、音曲
のテーマと歌詞に影響している。儒教道
徳からすれば、「男女の恋」を歌う三味
線音曲は、女性の芸能としては「正しい」
ものではなく、そのしらべは「淫乱」であっ
た。
　基本的に刊行本では、女性にふさわし
い楽器は琴である。明和九年（一七七二）
の『女諸礼綾錦』でも、女性にふさわし
い「十芸」の楽器は弾琴であって、三
52	『女用文色紙染』『江戸時代女性文庫　補遺四』大空社、1999。
	 東京学芸大学リポジトリ
	 http://ir.u-gakugei.ac.jp/handle/2309/7559　21、22 コマ
53	『女九九乃声』「二九の十八」国立国会図書館蔵
	 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533878
『女九九乃声』「二九の十八」
国立国会図書館所蔵　デジタル化資料
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味線ではない 54。ところが『女諸礼綾錦』を模倣、種本としたといわれる天保
十二年（一八四一）の『新増女諸礼綾錦』では、「三弦」（著者注：三味線）の
記事が加筆され、三弦は「永禄年中に琉球から」渡ったと歴史を述べた上で、
「いにしへは押しなべて伎芸なり」と記している 55。しかし同じ丁の本文「糸竹
の道の事」には「惣じて婦女のすべき業、かならず心掛けあらまほし」とあるが、
楽器の名は一切無い。一方でその挿絵は、床の間を前にまだおかっぱ頭の幼
げな子供に女性が三味線を教えている画である。「糸竹の道」とは音楽の芸も
しくは楽器の芸を指すが、挿絵と合わせて本文の意味を考えれば、天保十二
年の一般的な「糸竹の道」は琴ではなく、三味線と考えるべきであろう。
②武家奥女中奉公と三味線
　天保年間に刊行された『女式目鏡草』では、「小唄浄瑠璃稽古の事、その身
分にもより、或いは奉公せんて無芸者ハ有り付き出来難きゆえ、音曲を学ばす
るなどハ随意なれど」と続く 56。ここでの「奉公」とは、江戸城、大名や高位
の武家の屋敷に娘達が奥女中として採用されることを意味する。儒教（朱子学）
を幕藩体制の思想的支柱に据えた以上、武家は女性に儒教的道徳を求め、三味
線をいやしみ否定せざるを得なかった。しかし一方で武家も、三味線の魅力や
流行には抗しきれなかった。特に江戸の大名をはじめ高位の武家屋敷内では、
奥女中奉公の娘達に三味線音曲を演奏させ楽しんだ。
　特技の芸がある娘の武家奉公については、十七世紀後半の京や関西では、「娘
を仕立てる手入れ並び奉公の品」として「女子のかたちよきを持てば、田舎
え下し」すなわち諸大名に奉公させる為、「ひたすら吾が仏と育てなし、読み
物、手書き事を教ゆるもあり、琴、三味線を習いうるもあり」とある（『都風
俗鑑』）	57。一方で同じ時期の江戸は、大道寺友山（一六三九〜一七三〇）によ
れば、三味線を弾く女性は盲目の女性に限られようだ。しかし京・関西には少
し遅れて元禄の頃（一六八八〜一七〇四）からは、江戸でも「せめて、六七千
54	『日用重宝　女諸礼綾錦』明和 9 年（1772）版、『江戸時代女性文庫　40』大空社、
1995。
55	『新増女諸礼綾錦』天保 12 年（1841）『江戸時代女性文庫　40』、大空社、1995。
56	『女式目鏡草』『江戸時代女性文庫　39』大空社、1995。
57	『都風俗鑑』天和元年（1681）『新日本古典文学大系　74』岩波書店、1991、p.450。
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石の知行高より万石以上の大名へ奉公させようと費用もいとわず、野も山も
おとり子（著者注：踊り子）三味線ひきばかりの子ばかりの如くまかりなる」
と友山は記している 58。
　天保八年（一八三七）から約三十年かけて書き続けられた『守貞謾稿』は、
その約百年前頃から、江戸では娘が七歳から八歳になると、熱心に浄瑠璃や
三味線を習わせる親が多く、その目的は娘の武家奉公であると記した 59。『落穂
集』の記述と合わせれば、十八世紀前半の江戸では、娘に武家奉公を望めば
三味線稽古は必須であるとの理解があったといえよう。
　江戸中期の大和郡山藩主柳沢信鴻（一七二四〜一七九二）が隠居後に著した
『宴遊日記』によれば、安永二年から天明三年（一七七三〜一七八三）の間に
江戸下屋敷に奥女中に採用された十三人の娘達は、芸能の記述が無い一人を
除いて、総て三味線音曲の芸が優れていた 60。この娘達は江戸市内の町人身分
であるが、文化文政の時代には、関東や多摩の裕福な農民の娘達もまた奉公
を目して諸芸を学び、特に三味線音曲には熱心であった 61。
　十九世紀前半『世事見聞録』は「卑賤の者ともかの裏店というに住まい
たるものも、娘をもてば遊芸をさせる」「全体に風俗は上を倣う下なるへき
に、当世は下の風俗か上に移るなり」と記す 62。さらに文久年間（一八六一〜
一八六四）になれば、江戸の八丁堀の組屋敷の町方与力、同心の家庭の武士
の娘の間では琴を習う者もいたが、三味線音曲の稽古が主流であった 63。
　森鷗外は『渋江抽斎』の中で、後に抽斎の妻となる江戸在住の五百（一八一六
〜一八八四）の武家奉公を記している。はじめに五百は十二、三才で、江戸城
58	『落穂集』『大日本思想全集』上村勝彌編、1932、pp.359-360。
59	『守貞謾稿　第三巻』岩波書店、1999、p.436。
60	『宴遊日記』『日本庶民文化史料集成第 13 巻：芸能記録（二）』芸能史研究会、三一書房、
1977。
61	 江戸建物園　1999 年展示『多摩の女性の武家奉公』
　	例えば多摩の名主鈴木家の娘ための手習に関しては『公私日記　第 12 冊』立川市教
育委員会、1979、p.23。三味線稽古については、『公私日記　第 13 冊』立川市教育委
員会、1980、p.68。『公私日記　第 14 冊』立川市教育委員会、1980、p.40、p.84 に記
述がある。
62	『世事見聞録』文化 13 年（1816）『日本庶民生活史料集成　見聞記』三一書房、
1969、pp.736-737。
63	『江戸時代文化』第一巻第五号、江戸時代文化研究会、昭和 2年（1927）、pp.1-7。
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本丸の大奥に上臈姉小路の部屋子として奉公する。二年ほどで江戸城を下がっ
た後に、五百は気に入った奉公先を得ようと、二十家余りの大名家を廻った。
例えば土佐藩上屋敷での奉公の試験は、手跡、和歌、音曲（五百の場合は常磐
津）であった。他の大名家でも同様の試験があったという 64。五百の父は江戸
で金物問屋を営む豊かな町人であったが、祖先が武士であったことに強い自
負を持っていた。そうした父でも、教育の一環として三味線音曲を娘に習わせ、
武家奉公に出したのである。十八世紀前半から幕末に至るまで、特に江戸と
いう町での娘の武家奉公には、三味線音曲が必要だったことは明らかである。
　刊行本の三味線に関する記述には、儒教に基づく女訓（「淫声」）と、奉公の
ための実践的情報の提供という、女性用刊行本の二つの性格を如実に表して
いる。
二　茶の湯
『女重宝記』　元禄五年（一六九二）「たしなみてよき芸」、「女中よろず喰い方
の作法」
（武家の茶の湯『刀自袂』享保六年（一七二一）「この二巻を袂にせば、茶道の
薀奥を極むべき」）
『女朗詠教訓歌』　宝暦三年（一七五三）「薄茶点前たしなミに習置べし」「宮仕
え」
『女節用文字囊』　宝暦十二年（一七六二）「宮仕え」
『女要福寿台』　　安永三年（一七七四）「この道よく知る人に習い」「夫好かざ
れば」
『女九九乃声』　天明七年（一七八七）「さのみ女の凝るはよからず」
『秀玉百人一首小倉栞』　天保七年（一八三六）「宮仕えの身となる人多ければ」
『新増女諸礼綾錦』　天保十二年（一八四一）「茶の道あまねく流行して」「人と
の交わりも」
「茶の道あまねく流行して、茶礼を弁へざれバ人のまじハりもできがたき」「母
もろとも（茶会に）参り」
64	 森鴎外『渋江抽斎』岩波書店、2009、p.99。
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①女性と茶の湯
　江戸時代に女性の参会を記した記録は大変少なく、もっとも古い記録は文
禄四年（一五九五）九月二十五日小早川隆景が息子秀俊の夫人と侍女達を招
いた会である（『宗湛日記』）65。この会は女性達と男性客とは分け、女性の席に
は囃子が入り酒も出て「終日御遊」。新婚の嫁を慰める会であり、男性の茶会
とは趣きを異としている。当時の茶会は、独立した茶室で二、三名の客に、濃茶・
薄茶・そして食事も供される会であった。狭い空間に男女が同席することは、
女性に儒教的道徳を要求する江戸時代には許されることではなかった。例えば
享保二年（一七一七）に上演された近松門左衛門『鑓の権三重帷子』は、儒
教的社会規範を背景に、茶室内の男女を心中へと追い込んでいく物語である。
　管見の限りでは、茶に言及した最も早い女子用刊行本は、万治元年
（一六六〇）刊行の『女諸礼集』である。同書第七巻「宮仕えの心得」に「お
茶まいらす事」として、天目台の茶をいかに持ち運ぶかの条がある 66。当時の
女性は奥女中として茶を運ぶことはあっても、茶会に同席する、さらに客前
で茶を点じることは、まず有り得ないことだったと考えられる 67。
　貞享四年（一六八七）原版、元禄元年（一六八八）再販の『女用訓蒙図彙』
巻二「諸礼の事」でも、「琴・琵琶・笛笙・尺八」「香きく事」の記述はある
が、茶には何もふれていない。一方で同書巻一には茶道具の欄があり、「袋棚」、
「薹子」、「茶入」（著者注：茶碗、仕服、健水の絵を含む）とあり、また巻四の
着物の雛形図に「数奇屋」として、薹子、風呂釜、茶道具一式が描かれてい
る 68。この時点においては、女性の茶は芸能としての茶の湯ではなく、喫茶と
しての茶の湯だったのではないだろうか。茶道具も豊かな女性の身の廻りにあ
る品々と考えられていたのだろう。芸能として茶の湯を考えれば、台子点前
は稽古を積んだ者だけが許される特別の点前である。しかし女性にとっては、
台子はコンパクトに総ての茶道具を収められる棚といった感覚だったのだろ
う。女性と台子については、さらに考察が必要であるが、天明五年（一七八五）
65	『宗湛日記』『茶道古典全集　第六巻』淡交社、1977、p.311。
66	『女諸礼集　七巻』『江戸時代女性文庫　61』大空社、1997。
67	 例外は御水尾天皇の夫人や皇女であるが、非常に例外的な事例であって、本稿にお
いては問題としない。参考：谷端昭夫『公家茶道の研究』思文閣出版、2005。
68	『女用訓蒙図彙』『江戸時代女性文庫　97』大空社、1998。
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の『女要福寿台』「茶の湯の事並道具附」には、「女中の部屋に薹子をかざる
なり」69 とあり、黒棚や御厨子といった女性特有のインテリアと同様の扱いだっ
たのではないだろうか。
　元禄五年の『女重宝記』（一六九二）では「女たしなみて良き芸」として茶
に言及しながら、飲み方を数行記すのみである。『女重宝記』の著者苗村丈伯は、
翌年六年刊行の『男重宝記』では、詳細に茶の湯の点前や参会の作法を詳細
に記している。二つの重宝記の違いから、一般的は江戸前期、中期を通じて
茶の湯は男性の芸能であり続けたと、考えられてきた 70。
　十八世紀の後半には、経済的繁栄を基に町人層の茶道人口は増大し、そうし
た需要を踏まえ、表千家如心斎天然と裏千家又玄斎一燈は、一度に多数で稽
古ができる「七事式」を新たに考案した。「七事式」では五から六人がその場
でくじを曵き、くじによって点前や客を決める稽古法で、稽古に偶然性と遊
戯性が取り入れられた。さらに同門の弟子達が見守る中で、所作の厳密性や
わざの優秀性が問われることとなり、おのずから人々の間で「流儀」への関心
が高まることとなった。当時の江戸は武家の茶の湯石州流が主流であったが、
寛延三年（一七五〇）表千家如心斎の高弟であった川上不白が江戸に下向し
たことで、町人のみならず武家にも千家流茶の湯を広めた。そしてこれ以降、
茶の湯を楽しむ裾野はさらに広がっていく。そして女子用刊行本でも、十八
世紀半ばから茶の湯に関する記述が変わっていく。
　宝暦三年（一七五三）の『女朗詠教訓歌』では、「茶の湯は流儀かずありて
むつかしき事に覚ぬれど、女子は薄茶手前一通りたしなミに習置べし、濃茶
はあいさつ式法を聞置べし、下々の女子といへ共、宮仕えの身は学びおくべし」
とある 71。その他の女子用刊行本でも、濃茶は挨拶か飲み方を知ってさえおけ
ばよいとの記述である。濃茶が会の眼目となる茶会という正式な場所への出
席は、刊行本の読者女性にはまず稀有なことだったのだろう。しかしあくま
で気楽な席では、薄茶を女性が点てるという機会も増えていた。
　天明五年（一七七五）の『女要福寿台』「茶の湯の事並道具附」には、「世に
69	『女要福寿台』天明 5年（1785）『江戸時代女性文庫　33』大空社、1995。
70	 熊倉功夫『文化としてのマナー』岩波書店、1999、p.127。
71	『女朗詠教訓歌』『江戸時代女性文庫　100』大空社、1998。
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茶道の書あまたありといへども、自然と覚ゆるわざの道ゆへ・・略・・書を
見ておぼゆる事もなりがたき之、此道をよく知る人につたへ習ふべし」とある。
十八世紀半ばを過ぎた頃には、茶の湯をよく知る女性が若い女性に茶の湯稽
古を授けるようになったと考えられる。しかし「女中ハ夫の心にしたかふも
のなればそのおつと好ざるは習ふべからず」と続くことから、女性が茶の湯
を楽しむ場合は、あくまで家長である夫が茶の湯を好んだ場合に限られた 72。
天明七年（一七八七）の『九九乃声』「三七二十一」も、中年女性が若い娘に
点前を教授する絵であり、「茶の湯こそ　隙
ひま
あらばたゞならひをけ　さのみ女
のこる（著者注：凝る）はよからず」とある。さらに「男の此道の好けるは
あしきにもあらず。女の此道をすけるはよろしきとはいふべからず」とあり、
女性が茶の湯を習うのは「略
ほぼ
たしなみ」に止めるよう注意している 73。
　『女朗詠教訓歌』の「流儀」、『九九乃声』の「男の此道の好ける」という文
言にも、十八世紀後半の茶の湯社会の変化が窺われる。茶の湯を楽しむ人々
が増えても、一方で儒教思想の下では茶室や茶道具は家の財産であり、夫が
茶の湯を好まない限りは女性の自由になるものではなかった。また両書共に
挿絵は、中年女性が若い娘に茶の湯点前を教える画である。この後も女子用
刊行本の茶の挿絵は、すべて女性の姿だけであった。
②茶の湯と武家奥女中奉公
　しかし女性は夫のためだけに茶の湯を習ったのではない。刊行本をみれば、
茶の湯もまた武家奉公を目指す娘にとって有効な芸能であったことがわかる。
　茶の湯と宮仕えについては、前述の万治元年（一六六〇）刊行の『女諸礼集』
「宮仕えの心得」に天目台での茶の持ち出しが記述されていた。本論の第二章
三味線・三味線音曲の項目でみたように、一七世紀後半の宮仕えとは、武家屋
敷への奉公を指すようになっていたと考えられる。宝暦三年（一七五三）の『女
朗詠教訓歌』にも「宮仕への身は学びおくべし」とあり、宝暦十二年（一七六二）
の『女節用文字囊』「濃茶もちい出す」の挿絵の女性も、髪形はこうがいまげ
72	『女要福寿台』『江戸時代女性文庫　33』大空社、1995。
73	『九九乃声』国会図書館所蔵
	 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533878
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の片はづし、着物はかいとりで、奥女中特有のものである 74。本稿で取り上げ
た万治元年『女諸礼集』から天保七年の『秀玉百人一首小倉栞』に至るまで、
茶の湯とは「宮仕へ」を希望する娘にとって、「奥深くは知らずとも」嗜んで
おいて良い芸であった。天保七年（一八三六）の『秀玉百人一首小倉栞』には、
「女子はみやづかへの身となる人おおければ、すこしは学び、奥深き事はしら
ずとも、薄茶の手まへ一通りなりともたしなむべし、濃茶は、挨拶、一通りの
式法は心得おくべし立ち居、諸道具の扱いまでもしとやかにして、其の人柄ま
でもいやしからず見ゆる」とある 75。「宮仕へ」先の武家屋敷が、候補者の娘の
（茶の湯稽古を通して得られた）身体の動きや道具の扱いを見て人柄を判断し
たと読み取ることができる。
　茶の湯は江戸時代を通じて、特に高位の武家の社交には必須の芸能であっ
た。高位の武家の屋敷では、御成をはじめもてなしを目的とした茶会があった。
そうした表立った茶会記録には、女性参会者の名はない。しかし武家の屋敷
では客を招いての茶会のみならず、内輪の家族で茶会を楽しむこともあった。
そうした会には、妻子が同席することもあり、記録の数こそ少ないが、細川三
斎の会、高松藩松平藩頼恭の会、松江藩松平不昧や姫路藩酒井宗雅といった茶
を好んだ大名の記録には、家族の女性同席の会がある。しかし大名屋敷内では、
記録には残さない女性の茶会または同席の会は、よくあることだったのでは
ないだろうか。
　武家の茶の湯石州流の一派大口樵翁は、享保六年（一七二一）に女性のた
めの茶書、『刀自袂』を著した。著述のきっかけは「女の茶たつるさましるせ
るなし」と憂うある婦人から、熱心に請われたからであったという 76。『刀自袂』
の読者は武家の女性であるが、薄茶・濃茶の点前のみならず、茶室の種類それ
に準じる道具の置き合わせに至るまで、大変充実した内容の総合茶書である。
武家屋敷内では、女性もこうした茶の湯の知識が必要だったのである。そし
てこの本は刊行されることなく、武家の間で書写され伝わった。
　一方で刊行本の読者層は、『女朗詠教訓歌』にあるように、宮仕えを目的と
74	『女節用文字囊』『江戸時代女性生活絵図大事典　第 2巻』大空社、1993。
75	『秀玉百人一首小倉栞』『江戸時代女性生活絵図大事典　第 4巻』大空社、2003。
76	『刀自袂』『大口樵翁』熊倉功夫編著、宮帯出版社、2013、p.44。
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する「下々の女子」も含まれた。そうした娘達も武家屋敷に奉公に出れば、茶
道具に触れ、茶を持ち出し、また日常的に薄茶を点てる機会があった。「たし
なみ」程度であっても前もって茶の湯を知っている娘と知らない娘では、屋
敷内での評価も違ったと考えられる。
　さらに時代が下ると、これまでの刊行本には見られなかった記述も出始め
る。文政十年（一八二七）再版の『女教大全姫文庫』は「たしなみ」の茶の
湯ではなく、女性がもっと積極的に濃茶を点て茶会を楽しむ様子を記述して
いる 77。この頃に描かれたと考え得る渓斎英泉「十二ヶ月錦絵」の中の「十月
炉開き」78 や、歌川豊国「二十四好今様美人」79 の錦絵でも、茶を点てる女性は
風情のある好ましい姿として描かれている。天保十二年（一八四一）『新増女
諸礼綾錦』上巻には「茶の道あまねく流行して、茶礼を弁へざれバ人のまじ
ハりもできがたき」とあり、下巻の例文集には、節句や神事の手紙に混じり、
炉開の茶会に招待する「茶の湯案内の文」があり、その返事は「かねてたのし
みに母もろともそろひ参り」である 80。元来茶の湯は男性の芸能であり、例外
的に女性にも茶の湯の知識が必要とされたのは、高位の武家屋敷内であった。
しかし幕末の頃には武家屋敷から流出し、女子刊行本の読者にとっても、母
子二世代が茶の湯を楽しむことが、一つの理想の家庭になっていたのだろう。
何より宮仕え＝武家奥女中奉公を経験した女性にとっては、母－子または叔
母－姪のように、家庭内の次世代の娘を武家奉公に出すことは一つの夢であ
り目標であった 81。
77	『女教大全姫文庫』「女茶の湯指南」跡見学園女子大学図書館百人一首コレクション
http://hyakunin.atomi.ac.jp/search/bibliography/018300?sort=&page=26&max=&k
eyword=&title=&titleandor=&author=&authorandor=&class=&era=&search2=0
	 No.	23-24 ページ。
78	 渓斎英泉「十二ヶ月錦絵」国会図書館所蔵　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1304721
79	 歌川豊国「二十四好今様美人」国会図書館所蔵　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1304241
80	『新増女諸礼綾錦』『江戸時代女性文庫 40』大空社、1995。
81	『多摩の女性の武家奉公』江戸建物園 1999 年度特別展、『公私日記』における鈴木家
（『公私日記』12 巻―14 巻、立川市教育委員会、1979 － 1980）、『関口日記』（久木幸
男＆三田さゆり「19 世紀前半江戸近郊農村における女子教育の一研究―武州生麦村
『関口日記』から」『横浜国立大学紀要 21』、1981）、大口勇次郎「近郊農村と江戸―
生麦村関口千恵の半生から」『幕末の農民群像―東海道と江戸湾をめぐって』横浜近
世史研究会編、横浜開港資料館、1988。解説書では畑尚子『江戸奥女中物語』講談社、
2001。
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③武家奥女中奉公
　武家奥女中奉公は不明なことも多く、これからの研究分野である。しかし江
戸城をはじめ上・中・下の大名屋敷と旗本屋敷の並ぶ江戸では、常に奥女中の
需要があっただろう。武家屋敷側にニーズがある以上、稽古事が可能な家庭
の娘ならば、下級武士の家庭を含み、武家屋敷奥女中奉公は目標の一つであっ
たと考えられる。刊行本の芸能に関する記述は、こうした社会の状況と緊密な
関係性を持っている。例えば刊行本では、三味線稽古を表立っては奨励するこ
とはできないが、同時に三味線は武家奉公に必須芸能であり、無記載で済ませ
ることもできなかった。その結果が楽器の画を載せ部位を細かに記しながら、
「淫声」、「伎芸」と記さざるを得なかったのである。
　貝合せも聞香も、奥女中候補の娘達の家庭では遠い芸能であったはずであ
る。しかし大名屋敷においては、必ず存在した高位の武家女性の芸能であった。
刊行本は女子の道徳教育にという視点から源氏物語を否定しながら、一方で
貝合せや香を肯定し奨励せざるを得ないという矛盾を有していた。
　茶の湯はさらに日常的に武家屋敷に存在していた。正式の茶会ではなくと
も、奥女中達は薄茶を供じる、天目台で茶の持ち運びするという仕事があっ
たと考えられる。
　奥女中奉公には、幕府や大名家から直接禄をもらう場合と、そうした屋敷に
仕える上級女中が自分の女中として雇う部屋方とがあった。しかしどちらの
場合においても、芸のない娘は雇用のチャンスが無いか、雇用されたとしても、
肉体労働の “おはした ”、“ たもん ”といった下働きであった。娘を奉公に出し
たいと願う親達は、前もって何の芸能を習えば雇用されるかを知っておく必
要があった。「新版娘諸芸双六」は芸能稽古のあがりは「（武家）奉公」で、三
味線・長唄・手習の上の段、まさにあがりの直前に盆石、連歌、茶の湯があ
る。広く芸能を知る娘がより良い仕事についたことを示すものである 82。娘達
はまずは奉公に必須の習字、裁縫、三味線音曲を学び、次に余裕があれば学文、
茶の湯、香といった稽古をしたと考えられる。明治になってから、大奥に勤
めた数十人からの聞き書きだという『江戸城大奥』でも、「琴、三味線、胡弓、
82	「新板娘諸芸双六」国会図書館所蔵
	 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1310670
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香合、茶の湯、立花、歌、俳諧こそ世
に似つかわしき女の業なれ」と述べて
いる 83。ハイ・カルチャーに属する茶の
湯、香合といった芸能については、前
もって「たしなみ」程度に知っておけ
ば、武家屋敷内で本物に触れていくこ
とができた。そして武家上流婦人との
面識を得る、また武家文化を吸収する
ことは、『守貞謾稿』に「武家に仕ざれ
ば良縁を得ず」とあるように、奉公後
の「良縁」を約束するものだったので
ある 84。
	　『浮世風呂』（文化六年（一八〇九））
には、武家奉公をした町人の嫁の話が
ある。一部を紹介すると
「隣の太郎四郎さんを見な。屋敷から下りたてのおかみさんに、のろけた
顔を見な。
女房が三味線の名曲弾けば、やんやの沙汰だ。嫁さんはやれ香をかぐだ
の茶を喰らうのと、小笠原流の武家風作法で、お高くとまってすまして
いるのもこしゃくにさわる」85
　武家奉公を経た娘は、食べ物や身の回りの小物、話す言葉まで武家風になっ
てしまった。ところが婿の太郎四郎は町人身分とは違う文化を身につけた娘
を、咎めるどころかうっとりと見ている。近所のおかみさん達はこの嫁の悪
口を言いながらも、「こしゃく」すなわち嫁に対して羨ましさや嫉妬心がある。
　これはフィクションであるが、武家文化を身につけた町人の女性は、町人の
83	『定本　江戸城大奥』新人物往来社、1995、p.196。
84	『近世風俗志　守貞謾稿　第三巻』岩波書店、1999、p.436。
85	『浮世風呂』「女中湯之巻」『新日本古典文学大系　86』岩波書店、1989、pp.192-193。
「新板娘諸芸双六」
国立国会図書館所蔵　デジタル化資料
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間では一つの憧れであったと考え得る。そして男性側も本来の身分とは異なる
習慣や消費を受容し、結婚後も持続することを容認したのであろう。一九一六
年森鴎外は『渋江抽斎』の中で、武家奥女中奉公を「今の女学校のような」と
表現しており、幕末に生まれた森にとっては、武家奉公は恵まれた家庭の娘
の教育の仕上げという感覚があったのだろう。
　武家奥女中奉公は、時代によって若干その性格は変えていくものの、下級武
士、町人、富裕な近郊農民と、身分を超えた娘達の集まる場所であった。奉公
先での娘の出世を描いた「奥奉公出世双六」86 でも、最下段は「おはした」で
三味線を弾き「お雇い」となる。それから様々な役目を経て「御茶の間」（茶
を点てる娘）の段に上り、次の最上段中央の「あがり」を両側から飾るのが「御
部屋様」と「老女」である。側室となり子を産む「お部屋様」か、現代のキャ
リア・ウーマンである「老女」に上り詰めるか、奉公先に身を埋める場合には、
二つの「あがり」があった。奉公先の上下関係は職制にあり、個人の出自の
身分ではない。娘の持つ才覚と芸能技能が試される世界であった。江戸時代
の為政者である将軍家・大名・高位の武家の奥向では、出自身分を超えた女
性達の世界と文化が存在したのである。
結論
　女子用刊行本では、十七世紀の前半から幕末に至るまで、女性に読み書き
のみならず多様な諸芸の習得を勧めている。諸芸には現代人の考える芸能か
らは遠いものも含まれるものの、刊行本読者の女性達が、其々の生活の中で
諸技能の向上を目指し、努力していたと考えられる。
　「女大学」のように女訓に徹した本もあるが、多くの女子刊行本では儒教道
徳を軸に実践的な情報を記載している。そして時にこの二面性は矛盾を抱え
ることにもなる。また女子刊行本の芸能の記述には、時代の変化に伴う内容
の変化が認められる。例えば手習、琴、裁縫、詠歌は江戸時代を通じて奨励
され続けたが、一方で琵琶は早くから言及されなくなり、「績む・紡ぐ」も消
えていく。女子刊行本の記述の変化は、時代の変化と諸芸に対する需要の変
86	「奥奉公出世双六」江戸東京博物館所蔵。
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化を示すものでもあった。
　茶の湯もまた、時代と共に記述が変化した芸能である。茶の湯とは特別な空
間の中で、茶道具を用い、特殊な作法に則って行われる芸能である。しかし
十七世紀後半から十八世紀前半の女子刊行本の読者層にとって茶とは、特殊な
技能や知識を必要とするものではなく、持ち運ぶもしくは飲むことのみを目
的とする単なる喫茶にすぎなかった。しかし茶の湯が武家文化には必須であっ
たことから、十八世紀半ば以降は、宮仕え＝武家奥女中奉公を目的とする娘は、
知っておいた方が良い芸能となっていく。聞香や貝合せなども、刊行本の読
者の娘達の生活からは遠い芸能であったが、刊行本は娘達の武家奉公の可能
性を含み記述したと考えられる。
　武家奥女中奉公の女性達の出自は、下級武士、町人、富裕な江戸近郊農民
と異なっていた。こうした娘達は手習、詠歌、三味線音曲といった奉公の為
の基本芸能を身に付け、その上で奉公後は高位の武家屋敷にだけ存在した高
雅な武家女性文化を習得することができた。武家奥女中奉公を目指し諸芸を
稽古し、また奉公先で新たに得ていった武家の生活様式と芸能は、身分を超
えて広く女性共通の理想的な女性像を形成していく。すなわち江戸後半から
幕末にかけての武家奥女中奉公とは、様々な女性の芸能文化が集約し融合し
た女性像 “Japaneseness” を創出する場となった。実際にそれを経験したのは、
江戸近郊の女性達に限られたとしても、明治という近代国家の形成を目前に、
少なくとも江戸＝東京では、身分を超えた理想の日本女性イメージが出来上
がっていたといえよう。
　女子用刊行本は女性に儒教的道徳と、時代が必要とする芸能を教え、諸芸
稽古のその先に具体的な目標の場（武家奉公）を設定し、江戸時代を通じて
理想的な女性像を作り上げていった。何よりも全国的な規模で出版された刊
行本は、地域や身分の違いを超えて、理想の女性像を日本というレベルで意
識し記述するものだったのである。
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<ABSTRACT>
Girls Learning Based on Textbooks
 for Women in the Edo Period 
TANIMURA Reiko
Many textbooks for women were published in Edo-period Japan, 
particularly from the second half of the 17th century. These books covered a 
broad range of practical matters, as well as Confucian ethics. If we include 
revisions with the same title, there were over three thousand such books. The 
readers of these books were of townsman class, wealthy farmer class and 
lower samurai class. The literacy of women, particularly in kana, seems to 
have been quite high.
Some textbooks recommended incense games (mon-ko) and shell games 
(kai-awase) as suitable arts for women. However, these games were part of high 
samurai culture, and girls of the townsman class would not meet them in their 
ordinary life, unless they were serving domain lords or high ranked samurai.
 The texts also encouraged girls to learn both literacy arts and 
performance arts, such as shamisen or chanoyu, Girls who did not have any 
skill with the shamisen were hardly ever employed by samurai, even though 
samurai officially regarded it as a “lecherous” instrument. On the other hand, 
girls who knew the manners of chanoyu as well as the shamisen were treated 
as better than the kitchen maids at samurai mansions.
 The goal of girls who served high ranked samurai was to gain the 
habits of samurai culture. Women serving in the families of high ranked 
samurai seem to have been an ideal figure for girls across class boundaries. 
The cultural distinction that women gained by serving at samurai mansions 
established an ideal image of “Japaneseness” for women.
